日本近代文学における国際結婚の研究 by 池田,功
64 人文零当研究所年報No　50
日本近代文学における国際結婚の研究
The　study　of　the　international　marriage　in　the
Japanese　modern　literature
池田　功
IKEDA　Isao
　日本人の国際結婚を研究する上で、便宜上、西欧人
との国際結婚とアジア人との国際結婚を分けて考える
ことにする。近代において、この2つの国際結婚がと
りわけ多くなった時期がある。西欧人との国際結婚に
関しては、第二次世界大戦後であり、進駐軍のアメリ
カ兵やオーストラリア兵の男性軍人と日本人女性とい
4．総合研究第2種実施報告 65
う組み合わせである。これは一般的に「戦争花嫁」と
呼ばれている。またアジア人との国際結婚ということ
では、1910年（明治43）の日韓併合後の朝鮮人と日
本人との組み合わせであり、「内鮮結婚」と呼ばれて
いる。
　前者に関しての文化史的な資料としては、山本道子
『ベティさんの庭』（昭和48年）、有吉佐和子『非色』（昭
和39年）、森禮子「モッキンバードのいる町』（昭和
54年）、吉目木晴彦『寂蓼郊野』（平成5年）などが
ある。これらの作品分析の結果を以下に少し記してお
こう。『ベティさんの庭』のみオーストラリア軍人で
あるが、それ以外はすべてアメリカ軍人であり、また
日本人女性が国際結婚しその男性の国に住んでいると
いう設定になっている。女性達は、いずれも昭和20
年代に男性の国に行き、共に過ごして数年から最長
37年という月日が経っている。
　そしてまたこれらの作品には、以下のような共通点
が見られる。まず、それぞれの女性達と男性との出会
いは、東京の立川や山口県の岩国などの進駐軍の施設
やその周辺で仕事をしている時であるということであ
る。またそれぞれの女性達は子供を産み育て上げてお
り、さらに『非色』以外は、軍人としての給料や恩給
により生活的にも困ってはいないということである。
つまり、これらの女性達は外面的には、生活は安定し
幸福そうな人生を送っているかのように見えるのであ
るが、しかし、一様にどこかに強い空しさを感じてい
るのである。
　「ベティさんの庭』では、嫁ぎ先のオーストラリア
の地は「樹も草も鳥も風も空も、みんなみんな、わた
しのものではない。（中略）ここはわたしの国ではない」
と考え、違和感を示している。『モッキンバードのい
る町』では、「日本人だからと蔑視されてはならない
という意識が反射的に働いて、自分の考えも欲望も咄
嵯に殺して、この国の良識に従った自分を演じる一
いえ、演じてしまっていたんです」、「異国の生活習慣
は従えば従うほど、心が乾いて来るんです」と言わざ
るをえない。『寂蓼郊野』では、息子の世代では「国
際結婚」と言うのに、自分たちの世代では「戦争花嫁」
と呼ばれたと言い、「生まれた時に、親からアメリカ
を譲り受けたわけではない。形はどうであれ、幸恵は
移民だった」と記される。
　作品に描かれた戦争花嫁達は、生活や家庭の安定と
は裏腹に内面的には喪失感のような空しさを抱えてい
るのである。しかし、これは必ずしも戦争花嫁だから
という点からではないようである。自由意志により渡
米しユダヤ教徒の男性と国際結婚した日本人女性を描
いた米谷ふみ子『過越しの祭』（昭和60年）にも、同
じ様な習慣やその家族になじめない苛立ちが描かれて
いる。これは異民族、そして異文化の人間が一緒に住
むという国際結婚がもたらす宿命なのかもしれない。
　さて、後者の方であるが、内鮮結婚の象徴的なもの
として、朝鮮王朝最後の李堤と梨本宮方子との結婚が
ある。このことに関しては本田節子『朝鮮王朝最後の
皇太子妃』等の資料があるが、しかし、一般人同士の
内鮮結婚に関する小説ということでは、うまく見つけ
だすことができなかった。もっとも内鮮恋愛というこ
とであれば別であり、何編か分析することができた。
例えば石川達三『鳳青華』（昭和12年）であり、松浦
百という日本名を名乗っていた朝鮮人女性と日本人男
性が恋に陥るが、男性から問いつめられると、鳳青華
という朝鮮人であることを泣きながら示す。それでも
男性は区別せず結婚しようとするが、しかし女性は目
の前から消えてしまう。川上喜久子『滅亡の門』（昭
和12年）では、朝鮮で勤務する日本人新聞記者と、
金仁淑という貧民街に住む朝鮮人女性との恋愛が描か
れている。若い日本人男性記者は女性の境遇に同情を
示すが、最後に女性は「わかった！あなたとあたしの
違いが1あなたは向う側の人なんだ。だからどんなに
苦しんでみたってだめなんだ」と言う。
　これらの作品にはいくつかのことが示されている。
つまり内鮮恋愛では、創氏改名により日本人名を名
乗っていた朝鮮人が、自らが朝鮮人であるということ
を打ち明けるというカミングアウトの苦悩が描かれて
いるということである。それと共に殖民地支配下とい
う状況では、そこにどうしても上下という壁の意識が
つきまとっているということである。
　これらのことをもっと多くの作品を通して分析しな
ければならないと思う。これを2009年度の課題とし、
論文にしたいと思う。
